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みんなかがやく！（江東区教育委員会テーマ）
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～幸せな学校の創造～
江東区立南砂中学校だより

インクルーシブって
校 長 近藤 啓太

４月 30 日（水）の３、４校時に、伊吹祐輔さん（以下ブッキー）を講師としてお招きし、「あす
チャレ！ジュニアアカデミー」（主催：日本財団パラスポーツサポートセンター）を開催しました。
ブッキーが車いす生活になった訳、パラスポーツとの出会いや生き方・

考え方の変化についてお話しを聞きました。その後、車いすユーザーのブ
ッキーと一緒に鬼ごっこをして遊ぶためには「どのようなルールにしたら
よいか」を縦割りグループで考え、発表し、３グループが実践しました。
実践後、感想や改善点を発表し、障がいの有無に関わらず楽しく遊ぶため
にはどのような工夫をすればよいのかを一緒に考えました。
最後は、自分にとっての「あすチャレ！宣言」として各自で明日からチ

ャレンジしたい目標を宣言しました。以下は、生徒の感想です。（一部抜粋）

○最初、「障がい者は１人でできることは少ない」と思っていたけれど、「自分にで

きることはなんだろう」といっぱい考え、できることを自分からやろうとしている

ことを知りました。私も自分にできることを自分からやろうと思いました。

１Ａ Ｙ

○ブッキーさんは明るい人だと思った。ブッキーさんと一緒に考えるおにごっこは

最高でした。「障がいは工夫すればだんだんなくなっていく」という言葉を聞い

て、本当にそうだなと思いました。 １Ｂ Ｋ

○みんなが平等にやるゲームを考えるのは大変だったが、ゲームをすると楽しか

った。障がい者のイメージが少し変化した。「工夫」があれば、だれもが楽しめたり快適にすごせたりするか

ら、いろいろな人のために「自分なりの工夫」を探そうと思った。 ２Ａ Ｋ

○車いすに乗っていると一人ではできないことがたくさんあって不便だと思っていたが、伊吹さんの話を聞

いてそうじゃないことが分かった。今日の授業で障がいのある人の気

持ちが分かったので、障がい者と接する時には、寄り添えるようにし

たい。 ３A Ｎ

○障がい者は不便で大変だと思っていたけど、授業をするにつれす

ごく元気でこっちも元気をもらえた。小さいことでいちいちネガティ

ブにならずにもっと前向きになろうと思った。 ３B Ｃ

○段差は工夫次第で登れ、階段はみんなで協力して車いすを持ち上

げたり、スロープやエレベーターを使ったりすることで登れるという

ことを知り、障がいはみんなで協力したり工夫したりすることでなく

すことができるということが分かりました。 ３B Ｎ

「インクルーシブ」を検索すると、「障がいの有無、国籍、性別、年齢など、様々な背景を持つ
人々を、分け隔てなく受け入れ、尊重すること」とでます。「誰もが社会から排除されないように、
支え合い、共に生きていくことを目指すこと」と、言葉で説明することはたやすいです。私が感じ
たのは、この授業で生徒達が考え、実践したこと－そのことに答えがあるということです。

【インクルーシブに関する用語】
共生･･･人々がお互いを理解し、支え合いながら、共に生きていく社会を築くこと
ダイバーシティ＆インクルージョン･･･組織（学校や会社）や地域社会で多様な人々を受け入れ、

尊重し、共に活躍できる環境を整備すること
（ダイバーシティ＝多様性、インクルージョン＝全てをひっくるめて）  

ノーマライゼーション･･･互いに支え合い、地域で活き活きと明るく豊かに暮らしていける社会
を目指すこと  

ユニバーサルデザイン･･･誰もが快適に使えるように配慮したデザイン  
インクルーシブ教育･･･すべての生徒が同じ教室で学び、共に成長できる教育  
インクルーシブスポーツ･･誰もが参加できるスポーツ  
インクルーシブ○○○･･･どんなことが考えられるでしょうか？



令和７年 5 月 16 日発行
４月から５月上旬の学校のようす

（１）生徒会企画「南太からの挑戦状～謎解きを添えて～」

４月 18 日（金）生徒会企画「謎解き」が開催されました。縦割り班
で、校舎内を歩きながら、ヒントを探し謎を解いていきます。特別なミ

ッションとして、保健室で「身長・体重を測定する」と校長室で「校長

を１分以内に爆笑させる」がありました。２，３年生が協力して 1 年生
の緊張をほぐし、誘導しました。初めて

の企画ながら、構想から実現までにかな

りの時間を要したことでしょう。その企

画力には驚きと尊敬の一言です。ユーモ

アあるミッションや、優秀班への手作り

メダル、生徒の生徒による生徒のための

行事に、大きな拍手！

（２）セーフティ教室（全校）
５月１日（木）「東京都ファミリｅルール」によるＳＮＳの利用の仕方についての出前授業を受けま

した。ＳＮＳ利用に関わるトラブルは、中学校でなされる生活指導の中でトップです。最近は自撮り被

害はあまり聞かなくなっていますが、ネットによる誹謗中傷やネットいじめは、中学入学に併せてスマ

ートフォンをもつようになった１年生で起こる傾向があります。また、

ＳＮＳを介して出会った者からの性被害や詐欺、闇バイトなどに応募し

加害者となる国際的な犯罪やネットカジノも社会問題になっています。

「射幸心（しゃこうしん）」･･･偶然の利益や幸運を期待する心理状態

のこと。まぐれ当たりを狙う気持ち、あるいは何もしなくても良いこと

が起きるかもしれないという期待感のこと。そんな気持が大きなトラブ

ルを引き起こす怖さがあります。

（３）救命救急講習（１年）
５月２日（金）毎年この時期、１年生対象に救命救急講習を行ってい

ます。今年は城東消防署に依頼し、受講しました。消防署の職員３名と

特別な講習を受けたボランティア４名にご来校いただき、７グループに

分かれてご指導いただきました。（このような方々によって我々の地域は守

られているのですね）真剣に受講し、体育館から退場する時にも「ありが

とうございました！」と大きな声でお礼を言う生徒達もいました。

（４）インクルーシブ運動会についてのガイダンス（１年）
５月８日（水）の２校時に、山本 恵理さん（パラ・パワーリフテ

ィング選手、通称「マック」）による出前授業を受けました。「イン
クルーシブとは何か？」をみんなで考えました。「今の社会はインク
ルーシブか？」の問いには、ほとんどの生徒が首を大きく振りまし
た。インクルーシブな学年種目にするには、どんな競技が良いかを
考えました。

（５）出前授業Ⅱ 聴く・読む・伝えるＳＤＧｓビンゴ（全校）
５月８日（水）の５校時、（株）ケシオンによる「SDG ｓラジオ」２

回目の出前授業です。本校では、朝と昼の放送で１分間の「SDG ｓラジ
オ」を流しています。今回は事前課題として、１０日間のラジオの内容

の書き取りをしました。

授業では、SDG ｓの番号に関わる企業の取り組みを検索して、①ラジ
オを聴く、②新聞を読んで（新聞は翻訳機能で中国語や英語にも）、検

索した会社の取り組み内容や感想を記入しました。作業を終える毎にマ

スを空けることができますが、「聞く」と「読む」だけではビンゴにはなりません。「伝える」という行

動もあります。ペアで伝え合う、またクラス全体に伝える。写真は１年生の様子です。全体発表は、次

々に手が挙がり、６人程が発表しました。

全国教育美術展（文部科学省後援）
○入選 ３年Ｂ組 Ｓ

２年Ｂ組 Ｅ


